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は じ め に 

知的財産戦略は、経営戦略と技術開発戦略と三位⼀体であると⾔われている。この３つのトライアン

グル関係で、知的財産戦略として、経営戦略（事業戦略）に関係ある業務は、特許出願、特許取得、

特許評価等であり、技術開発戦略とに係わりある業務は、特許情報活⽤、特許活⽤であり、そのために

は特許情報検索、特許調査、特許情報分析が必要である。 

 このパテントマップは、主として後者の技術開発戦略に全般的に有効なものであるが、特許網構築など

で前者の経営戦略（事業戦略）にも役⽴つものである。 

この知的財産活動において、「早い者勝ち」が適⽤されるため、スピードが最も重要な点である。その理

由は、特許権は最初に技術開発し、最初に特許出願した者にしか与えられないからである。 

技術開発を進めるか否かの意思決定を⾏う上で、関連する特許情報を集める特許調査とその収集さ

れた特許情報の分析すなわちパテントマップが不可⽋であるが、この作業をスピーディに⾏うために、特許

調査は⼿めくりからデータベース検索に変り、パテントマップの作成は⼿作りからパソコン等の情報システム

の活用又は併用へと変わっている。 

パテントマップは収集された特許情報群から技術開発の実態を把握する手法であり、基本は①ランキ

ング分析と②時系列分析と③マトリクス分析であるが、それ以外にも意思決定を助ける様々な⼿法が開

発されており、それらの活⽤も技術開発実態を多⾯的かつ深層的に⾒る上で有効である。 

また活⽤する上で重要なのは、作成されたパテントマップを⾒て、何を読み取り、いかなる意思決定を

するかであり、最後は技術開発者、企画者、経営者等の感性が決め手となるのであるが、それを手助け

できるパテントマップを提供する役割が情報分析者に求められている。 

  

【背景】 

この書は、ダイヤモンド社から２０００年以降２００８年までに発売された「パテントマップ⼊門」「簡

単パテントマップ」等の集積版、本格版としての目的で作成したものである。 

前著の４冊は、いずれも入門書であり、内容がやや簡略すぎること、また各冊子の内容は、毎回約４

割更新６割り据え置きで書かれたものであるため、４冊の各４割分を合計すれば、より多くを把握でき

るのであるが、既に古いものは絶版になっていること、何よりも問題なのは紙数の関係で、各項に記載する

内容は最低限のことに限られていること、また本来なら数件のパテントマップを用いて説明すべきところを１

件だけに絞っていることなど非常に不⼗分なものであった。 

本著は、それらの点を考慮して、これまでダイヤモンド社から発売された「パテントマップ」に沿った本格版

として著作したものである。 

    

この書を発売してから既に５年が経過し、その間に説明不⾜の箇所、説明不備の箇所、誤記など気

付いたところが多々あるので、この際改訂版を出すことにして、その不備などを改めることにした。 
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○どこと組んで共同して技術開発を⾏っているか

１３．１．３　（実例2）企業の先進性を調べる

・・・・・・・・・・・・・・・・・

○各技術開発分野の人的規模、動向はどうか
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１３．６　特定技術の技術開発実態把握の⽅法と実例

・・・・・・・・・・・・・・・・・

１３．６．１　特定技術の技術開発実態把握項目

・・・・・・・・・・・・・・・・・

１３．６．２　技術の広がりを調べる

・・・・・・・・・・・・・・・・・

○どんな技術開発が盛んであるか。

○技術の開発動向はどうか

○最近⾏われた技術開発には何があるか

○技術開発で⾒落とされているものはないか

○各技術の成熟度（ライフサイクル）はどうか

○この技術開発の成熟度（ライフサイクル）を業界（全体）と個別企業で⾒る

○どの企業がいつ頃から参入しどのくらい技術開発成果を挙げているか

○各業界の参⼊企業がどのような技術開発に⼒を⼊れているか

○用途開発がどのような分野に波及進展しているか

○最近ではどのような技術開発が伸びているか

○特定技術がどのような他分野に関係しているか

○特定企業だけが⾏っている独⾃技術は何か

○企業の共同開発関係を知りたい

＜ 図 目 次 ＞ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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第９表は、特許情 報を技術思 想として捉 えた場 合と技術 情 報として捉えた場合の情 報

的把握（情報処理、情報観点、情報加⼯、分析⼿法）、マップの種類、作成の目的につ

いて、整理して⽰したものである。 

 

＜第９表＞＜第９表＞＜第９表＞＜第９表＞    技術思想と技術情報の情報的把握技術思想と技術情報の情報的把握技術思想と技術情報の情報的把握技術思想と技術情報の情報的把握    

 技術思想 技術情報 

（情報処理） アナログ処理  デジタル処理  

（情報観点） 要約化、抄録化 データ化 

（情報加工） 点情報化 線情報化、面情報化 

（分析手法） 定性分析 定量分析  

マップ 要旨リスト 

技術発展マップ 

ツリーマップ 

マトリクスマップ 

時系列マップ 

その他マップ 

作成目的 技術開発の⼤流を検証  

各技術の認識  

未開発技術の発⾒  

技術動向の詳細把握 

競合他社の動向把握 

新規技術・事業のチェック 

強み・弱み技術の把握 
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これによれば、成⻑期技術の多いのは東レと旭化成であること、東レは発展期、成熟期、

応⽤期のすべてのステージで業界トップであること、旭化成は成熟期以降の技術開発が低調

であることが分かる。 

 

 

（２）特定出願人の複数の特定技術について、伸びている技術が何であるかを知りたい 

第３９図は一つのＩＰＣ分類について作成したポートフォリオマップであるが、第４１図は

複数のＩＰＣに対して２つの時点を定めて出願件数とその伸び率を同時に表⽰した複数表

示形ポートフォリオマップである。このマップは松下電器の１０個のメイングループについて、２０

００〜２００１年を基準年、２００４〜２００５年を作成年とする２つの期間について

作成したものである。 

 

＜＜＜＜第４１図第４１図第４１図第４１図＞＞＞＞    松下電器のＩＰＣメイングループ分類ポートフォリオマップ松下電器のＩＰＣメイングループ分類ポートフォリオマップ松下電器のＩＰＣメイングループ分類ポートフォリオマップ松下電器のＩＰＣメイングループ分類ポートフォリオマップ    

基準期間（基準期間（基準期間（基準期間（2000200020002000～～～～2001200120012001 年）：作成期間（年）：作成期間（年）：作成期間（年）：作成期間（2004200420042004～～～～2005200520052005 年）年）年）年）    

 

 

この第４１図からわかるのは、この５年間で伸びが著しいＩＰＣにＦ２５Ｄ２３／（冷

却物品の充填、支持、取り出しなど）があり、逆に大きく減少傾向にあるのはＧ０２Ｆ１／

（光の強度、⾊、位相、偏向、⽅向を制御する装置など）であることが分かる。 
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（３）特定業界・出願⼈・技術の発展・育成度を知りたい 

特定業界をライフサイクル的な⾒地から⾒た場合、どの時点にあるかということを、新規に参

⼊してくる出願⼈や発明者の有無、増加、減少などの傾向を⾒て、判断することができる。第

４２図（ａ）、（ｂ）、（ｃ）は⾃動⾞メーカー１０社を１つの業界として、（ａ）は新

規出願⼈数と出願件数の変化を⾒たマップであり、（ｂ）は新規ＦＩ分類数と出願件数

の変化を⾒たマップであり、（ｃ）はホンダ１社について、新規発明者数と出願件数の変化

を⾒たマップである。 

 

＜＜＜＜第４２図（ａ）第４２図（ａ）第４２図（ａ）第４２図（ａ）＞＞＞＞    自動車自動車自動車自動車（（（（メーカー１０社メーカー１０社メーカー１０社メーカー１０社））））業界の新規出願人数と出願件数業界の新規出願人数と出願件数業界の新規出願人数と出願件数業界の新規出願人数と出願件数    

から見たデベロップメントサイクルフローマップから見たデベロップメントサイクルフローマップから見たデベロップメントサイクルフローマップから見たデベロップメントサイクルフローマップ    

 

これによれば、新規参⼊の出願⼈は、毎年５０社以上を数え、また出願件数は増加の

一途をたどっており、まだまだ発展期にあることが分かる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



６１ 
 

＜＜＜＜第４２図（ｂ）第４２図（ｂ）第４２図（ｂ）第４２図（ｂ）＞＞＞＞    自動車自動車自動車自動車（（（（メーカー１０社メーカー１０社メーカー１０社メーカー１０社））））業界の新規ＦＩ分類数と出願件数業界の新規ＦＩ分類数と出願件数業界の新規ＦＩ分類数と出願件数業界の新規ＦＩ分類数と出願件数    

から見たデベロップメントサイクルフローマップから見たデベロップメントサイクルフローマップから見たデベロップメントサイクルフローマップから見たデベロップメントサイクルフローマップ    

 

これによれば、毎年新規分類数が１,５００件ほどあり、出願件数も伸びていることから、

⾃動⾞メーカーの技術開発競争は依然として激しいものであることが分かる。 

 

第４２図（ｃ）第４２図（ｃ）第４２図（ｃ）第４２図（ｃ）    本田技研工業の新規発明者数と出願件数から見た本田技研工業の新規発明者数と出願件数から見た本田技研工業の新規発明者数と出願件数から見た本田技研工業の新規発明者数と出願件数から見た    

デベロップメントサイクルフローマップデベロップメントサイクルフローマップデベロップメントサイクルフローマップデベロップメントサイクルフローマップ    

 

これによれば、ホンダでは、毎年１,０００人を超える技術者を投入していること、出願件

数も毎年増加していることが分かり、技術開発に極めて積極的であることが分かる。 
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第５３図は、第５２図のＦタームテーブルに沿って作成されたＦターム階層マップである。 

 

＜＜＜＜第５３図第５３図第５３図第５３図＞＞＞＞    Ｆタームテーブルに沿って作成されたＦターム階層マップＦタームテーブルに沿って作成されたＦターム階層マップＦタームテーブルに沿って作成されたＦターム階層マップＦタームテーブルに沿って作成されたＦターム階層マップ    

 

 

これによれば、直ちに、Ｆタームテーブルとの照合を⾏なうことが可能である。例えば、「ＬＬ

０８」（保湿剤）に該当するものは、７６件（このマップでは件数は表示していないことにした）

あることがすぐ分かり、それがどの出願であるかは「ＬＬ０８」をクリックすれば直ちに第１６表の

ように示される。 

 

＜＜＜＜第１６表第１６表第１６表第１６表＞＞＞＞「ＬＬ０８」（「ＬＬ０８」（「ＬＬ０８」（「ＬＬ０８」（保湿剤保湿剤保湿剤保湿剤）に関する出願目次リスト）に関する出願目次リスト）に関する出願目次リスト）に関する出願目次リスト    

特願 1986-1328201986/06/10 金属フタロシアニンを構成成分とする消臭剤

アースクリーン:(株) A61L  9/01

特願 1986-2012661986/08/29 消臭材料　 エヌオ―ケ―(株) A61L  9/01

特願 1987-0059311987/01/16 消臭剤　 日本カ―バイド工業(株) A61L  9/01

特願 1987-0252711987/02/05 吸水･芳香性材料　 三洋化成工業(株)  A61L  9/04

特願 1987-3041191987/12/01 消臭剤　 ライオン(株) A61L  9/01

特願 1987-3080971987/12/04 プラスチツク素材　 ニッポ―(株)  C09K  3/00  110

特願 1988-2031041988/08/17 消臭性繊維　 旭化成工業(株) D06M 11/155 

特願 1989-3295191989/12/21 循環式トイレ汚物処理剤 三菱マテリアル(株) C02F  1/00

特願 1990-2091811990/08/09 湿式生物脱臭用粒状担体、その製造方法、及び湿式生物脱臭方法

特願 横須賀市 B01J 20/24

特願 1992-2358351992/09/03 脱臭剤　 刈田毅 A61L  9/01

特願 1992-2920741992/10/06 消臭機能を有する不織布　 石塚硝子(株) D04H  1/42 

特願 1992-3479751991/12/30 薬用植物を含む防臭剤　 トムズオブメイン A61L  9/01

特願 1993-0487271993/02/16 煙草臭等の脱臭方法　 大日精化工業(株) B01D 53/38

　　以下　省略
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１０．１．５ 要旨マップ作成 

各特許情報から抽出したデータを上記リストのフォーマットに記⼊（⼊⼒）する。ここでの注

意点は、出願⽇順とすること、抄録・要約的な⽂章より、キーワード・フレーズの羅列の⽅が良

いことなどである。 下記の第６６図は、要旨マップの作成に⽤いるフォーマットの⼀例である。 

 

＜＜＜＜第６６図第６６図第６６図第６６図＞＞＞＞    要旨マップの作成例要旨マップの作成例要旨マップの作成例要旨マップの作成例    

● 例１（予めデータ抽出の単⼀観点を定めたテーブルを⽤意し、該当する所にプロットする方法）所にプロットする方法）所にプロットする方法）所にプロットする方法）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ ・・・

● 例２（予めデータ抽出の複数観点を定めたテーブルを⽤意し、該当する所にプロットする⽅法）

Ａ Ｂ Ｃ ・・・ ａ ｂ ｃ ・・・ ア イ ウ ・・・ あ い う ・・・

S.S.no. 公開番号 分類
ポイント（データ抽出観点）

M.S.no. 番号
構造 機能 材質 用途

なお、この図における S.S.no.の SS とは 

   シーケンシャル Sequential、シリアル Serial の略で、連続した⼀連の番号のことである。 

  また、M.S.no.とは 

   マニュアル Manual、シリアル Serial の略で、特に連続していない独⾃の意味を持つ番

号（即ち番号に意味を持たせたもの）のことである。 
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○どんな分野の技術開発に進出しているか 

 このような進出や撤退を⾒るには、ニューエントリ・リタイアリマップが便利である。 

第７６図（ａ）、（ｂ）、（ｃ）は、ニューエントリ、とリタイアリのマップであり、 

（ａ）はＩＰＣ分類のサブクラスで⾒た場合のニューエントリ・リタイアリマップ、 

（ｂ）はメイングループで⾒た場合のニューエントリ・リタイアリマップ、 

（ｃ）はＦタームテーマコードで⾒た場合のものである。 

 

＜＜＜＜第７６図（ａ）第７６図（ａ）第７６図（ａ）第７６図（ａ）＞＞＞＞    旭化成のＩＰＣサブクラス分類別ニューエントリ・リタイアリマップ旭化成のＩＰＣサブクラス分類別ニューエントリ・リタイアリマップ旭化成のＩＰＣサブクラス分類別ニューエントリ・リタイアリマップ旭化成のＩＰＣサブクラス分類別ニューエントリ・リタイアリマップ    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１３０ 
 

＜＜＜＜第７６図（ｂ）第７６図（ｂ）第７６図（ｂ）第７６図（ｂ）＞＞＞＞    旭化成のＩＰＣメイングループ分類別旭化成のＩＰＣメイングループ分類別旭化成のＩＰＣメイングループ分類別旭化成のＩＰＣメイングループ分類別    

ニューエントリ・リタイアリマップニューエントリ・リタイアリマップニューエントリ・リタイアリマップニューエントリ・リタイアリマップ    

 

 

＜＜＜＜第７６図（ｃ）第７６図（ｃ）第７６図（ｃ）第７６図（ｃ）＞＞＞＞    旭化成のＦタームテーマコード別ニューエントリ・リタイアリマップ旭化成のＦタームテーマコード別ニューエントリ・リタイアリマップ旭化成のＦタームテーマコード別ニューエントリ・リタイアリマップ旭化成のＦタームテーマコード別ニューエントリ・リタイアリマップ    

 

 

これによれば、「Ｂ２４Ｂ」（研削または研磨するための機械，装置，または方法）は１

９９６年から２００３年まで４０件あったが開発がすでに終了していること、「Ｈ０３Ｆ１」

（増幅器／増幅素子として電子管のみ，半導体装置のみまたは汎用素子のみを用いた増

幅器の細部）は１年間で開発を打ち切ったことが分かる。 

 



１９４ 
 

○最近ではどのような技術開発が伸びているか 

このためには、分類⼜はキーワードの伸び率の⼤きいものを⾒つければよい。第１３０図は

ＩＰＣサブクラス分類のグロスレイトマップである。伸び率の場合、基準期間が０件で、作成

期間が１件以上の場合、伸び率が無駄となってしまうことが多いので、例えば件数が５件以

上あるものなどの制限を設けるとよい。 

 

＜＜＜＜第１３０図第１３０図第１３０図第１３０図＞＞＞＞    繊維強化樹脂のＩＰＣサブクラス分類のグロスレイトマップ繊維強化樹脂のＩＰＣサブクラス分類のグロスレイトマップ繊維強化樹脂のＩＰＣサブクラス分類のグロスレイトマップ繊維強化樹脂のＩＰＣサブクラス分類のグロスレイトマップ    

                                                                            （５件以上）（５件以上）（５件以上）（５件以上） 

 

 

これによれば、第１位は［Ｅ０１Ｃ］（道路，競技場あるいは類似のものの建設または

その表⾯の作成；建設または修復⽤の機械または補助⼯具）、第 ２位 は「Ｈ０５Ｂ」

（電気加熱；他に分類されない電気照明）、第３位は「Ｅ０１Ｆ」（道路の付帯設備の

設置またはプラットフォーム，ヘリコプタの着陸台，標⽰，防雪さく，またはその類似のものの

建 設 のような付 帯 作 業 ）、第 ４位 は「Ｆ１６Ｈ」（伝 動 装 置 ）、第 ５位 は「Ｂ６４Ｃ」

（⾶⾏機；ヘリコプタ）、第６位は「Ｇ０２Ｆ」（光の強度，⾊，位相，偏光または⽅向

の制御，例．スイッチング，ゲーテイング，変調または復調のための装置または配置の媒体の

光学的性質の変化により，光学的作用が変化する装置または配置；そのための技法または

⼿順；周波数変換；非線形光学；光学的論理素⼦；光学的アナログ／デジタル変換

器）、第７位は「Ｇ０９Ｆ」（表示；広告；サイン；ラベルまたはネームプレート；シール）

で、用途開発が進んでいることがわかる。 

また、期間を前期と後期に分けて、その伸び率を⽐較する⽅法もある。第１３１図は２０

０１年以前１９９７年までの５年間と２００２年以降２００６年までの５年間について、

出願件数を比べたＦタームのグロスランキングマップである。 

 



＜第１図＞ ⺟集団の絞込みに便利なマトリクス型のパテントマップ

・・・・・

＜第２図＞ パテントマップを必要とする理由

・・・・・

＜第３図＞ リスト型パテントマップ

・・・・・

＜第４図＞ 各技術思想の技術要素データ分析

・・・・・

＜第５図＞ マトリクス化の意味

・・・・・

＜第６図＞ 代表的なパテントマップの例

・・・・・

＜第７図＞ 特許マップの体系

・・・・・

＜第８図＞ 統計型（データ型）パテントマップの種類

・・・・・

＜第９図＞ リスト型（番号表示型）パテントマップの種類

・・・・・

＜第１０図（ａ）＞ 松下電器のＩＰＣメイングループ分類ランキングマップ

・・・・・

〈過去10年間（1996〜2005）出願件数〉

＜第１０図（ｂ）＞ 松下電器のＩＰＣメイングループ分類ランキングマップ

・・・・・

〈最近2年間（2004〜2005）出願件数〉

＜第１１図＞ 松下電器のＦターム指定発明者ランキングマップ

・・・・・

〈Ｆタームテーマコード「５Ｋ０６７」〉

＜第１２図＞ 松下電器の平松勝彦氏のＦＩメイングループ分類ランキングマップ

＜第１３図＞ 松下電器平松勝彦氏のＦＩメイングループ分類「Ｈ０４Ｂ７」の

共同発明者ランキングマップ

１７

＜ 図  目  次 ＞　
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１０

１１
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共同発明者ランキングマップ

＜第1４図＞ ランキングマップとシェアマップの比較

・・・・・

＜第１５図（ａ）＞ 松下電器のFIサブクラス分類シェアマップ

・・・・・

（１９９６〜２００５出願、２％以上） 　

＜第１５図（ｂ）＞ 松下電器のFI分類「G06F」のメイングループ分類シェア

・・・・・

マップ（５％以上の分類表示）

＜第１６図（ａ）＞ 松下電器の上位10発明者別の出願件数推移マップ

・・・・・

（単純集計タイプ）

＜第１６図（ｂ）＞ 松下電器の上位10発明者別の出願件数推移マップ

・・・・・

（累積集計タイプ）

＜第１７図（ａ）＞ 松下電器の上位10 ＩＰＣメイングループ分類別

・・・・・

発明者数推移マップ（単計タイプ）

＜第１７図（ｂ）＞ 松下電器の上位10 ＩＰＣメイングループ分類別

・・・・・

発明者⼈⼝推移マップ（累計タイプ）

＜第１８図（ａ）＞ 星型レーダーマップ

・・・・・

＜第１８図（ｂ）＞ クモの巣型レーダーマップ

・・・・・ ３１

２７

２８

３１

２３

３０

２９

２５

２５
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＜第１９図（ａ）＞ 松下電器の上位10 ＩＰＣメイングループ分類レーダマップ

・・・・・

（単年集計）

＜第１９図（ｂ）＞ 松下電器の上位10 ＩＰＣメイングループ分類レーダマップ

・・・・・

（累積集計）

＜第２０図＞ マトリクスの種類

・・・・・

＜第２１図（ａ）＞ 繊維メーカの主副分類マトリクスマップ

・・・・・

上位７社＊上位１０ ＩＰＣメイングループ分類マトリクスマップ

＜第２１図（ｂ）＞ 繊維メーカの主副分類マトリクスマップ

・・・・・

上位７社＊上位１０ ＩＰＣサブグループ分類マトリクスマップ

＜第２２図＞ 出願人(上位７繊維会社)＊キーワード(性質系)のマトリクスマップ

＜第２３図＞ 「○○基」キーワード＊「○○性」キーワードマトリクスマップ

・・・・・

＜第２４図＞ 出願人（繊維会社）＊出願人（非繊維会社）マトリクスマップ

＜第２５図（ａ）＞ 建築物の耐震構造に関する特許分類「E04H9/02」

・・・・・

を第１発明情報とする第２以下の発明情報ランキングマップ

＜第２５図（ｂ）＞ 建築物の耐震構造に関する特許分類「F16F15/02」

・・・・・

を第１発明情報とする第２以下の発明情報ランキングマップ

＜第２６図＞ 松下電器の発明者（白井滋氏）の発明者コリレイションマップ

＜第２７図＞ 松下電器の上位発明者２０名とＩＰＣメイングループ上位分類

とのマトリクスマップ

＜第２８図＞ 松下電器の「Ｆ２４Ｈ１」分類指定発明者人ランキングマップ

（上位２０名表示）

４４

４５

４６

４７

３３

３４

４０

４１

４４

３９

３６

３７

３８
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＜第２９図＞ 「Ｆ２４Ｈ１」発明者相互のマトリクスマップ

・・・・・

＜第３０図＞ 松下電器における「Ｆ２４Ｈ１」の開発チームの構成

・・・・・

＜第３１図＞ 白石共同発明者とＩＰＣメイングループ分類とのマトリクスマップ

＜第３２図＞ 松下電器におけるIPCメイングループ分類「Ｅ０３Ｄ９」の

・・・・・

発明者人ランキング

＜第３３図＞ 「Ｅ０３Ｄ９」の技術開発メンバーによるマトリクスマップ

・・・・・

＜第３４図＞ 「Ｅ０３Ｄ９」の技術開発プロジェクト組織とメンバー

・・・・・

＜第３５図（ａ）＞ 松下電器のＦタームテーマコード別ニューエントリマップ

・・・・・

（２００４年初め頃の部分）

＜第３５図（ｂ）＞ 松下電器のＦタームテーマコード別ニューエントリマップ

・・・・・

（２００５年初め頃の部分）

＜第３６図＞ 炭素繊維の要約キーワード別リタイアリマップ（2001年頃）

・・・・・

＜第３７図＞ ライフサイクル曲線と特許出願動向

・・・・・

＜第３８図＞ 特許ポートフォリオマップの基本概念

・・・・・

＜第３９図＞ 某建築会社における免震構造建築（Ｅ０４Ｂ１／２４）

の特許出願に関するポートフォリオマップ

＜第４０図（ａ）＞ 繊維メーカー上位１５社のライフサイクルマップ

・・・・・
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４９
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５０

４７
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＜第４０図（ｂ）＞ 繊維メーカー上位１０社のライフサイクルステージマップ

・・・・・

＜第４１図＞ 松下電器のＩＰＣメイングループ分類ポートフォリオマップ

・・・・・

基準期間（2000〜2001年）：作成期間（2004〜2005年）

＜第４２図（ａ）＞ ⾃動⾞メーカー１０社業界の新規出願⼈数と出願件数から

⾒たデベロップメントサイクルフローマップ

＜第４２図（ｂ）＞ ⾃動⾞メーカー１０社業界の新規ＦＩ分類数と出願件数から

⾒たデベロップメントサイクルフローマップ

＜第４２図（ｃ）＞ 本田技研工業の新規発明者数と出願件数から

・・・・・

⾒たデベロップメントサイクルフローマップ

＜第４３図＞ Ｆタームテーマコードから⾒た繊維業界のグロスレイトランキング

マップ（2000〜2002年/2003〜2005年、２０件以上の差）

＜第４４図＞ 本田技研工業のグロスランキングマップ

・・・・・

（2001〜2003年/2004〜2006年）

＜第４５図＞ 繊維業界における東洋紡のユニークキーワードランキングマップ

＜第４６図＞ コア技術を発明者と分類とキーワードで⾒出す時の考え⽅

・・・・・

＜第４７図＞ カシオ計算機のコア技術を⾒出すためのコアファインドマップ

・・・・・

＜第４８図＞ 芳⾹剤・消臭剤（A61L9）のメイングループから⾒た

・・・・・

コアファインドマップ

＜第４９図＞ 芳⾹剤・消臭剤（A61L9）のサブグループから⾒た

・・・・・

コアファインドマップ

＜第５０図＞ ＦＩ分類類似率とＦターム類似率によるマトリクスマップ

・・・・・
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＜第５１図＞ 太陽光発電システムにおける特定特許に対する

・・・・・

ＦＩ＊Ｆターム類似率マップ

＜第５２図＞ ４Ｃ０８０（消臭剤・芳香剤）に関するＦタームテーブル

・・・・・

＜第５３図＞ Ｆタームテーブルに沿って作成されたＦターム階層マップ

・・・・・

＜第５４図＞ 保湿剤における出願人＊ＩＰＣサブグループ分類マトリクスマップ

＜第５５図＞ 技術発展マップ

・・・・・

＜第５６図（ａ）＞ ＩＰＣ「Ｇ０１」クラス分類から⾒た光触媒技術の

・・・・・

技術発展マトリクスマップ

＜第５６図（ｂ）＞ 光触媒技術のＩＰＣクラス「Ｇ０２、Ｇ０３」における

・・・・・

技術発展マトリクスマップ

＜第５７図＞ 要旨リストの例

・・・・・

＜第５８図＞ 構成部位マップの⼀例

・・・・・

＜第５９図＞ 湿式太陽電池のクレーム権利相関度判別マップ

・・・・・

＜第６０図＞ 特開2001-024252の請求項関係クレームチャート

・・・・・

＜第６１図＞ 第１７表の特許情報によるフロー形式のサイテイションマップ

＜第６２図＞ 第１７表の特許情報によるネットワーク形式のサイテイションマップ

＜第６３図＞ ネットワーク型のサイテイションマップ

・・・・・
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＜第６４図＞ フロー型のサイテイションマップ

・・・・・

＜第６５図＞ 松下電器の共同出願人１０社とＩＰＣメイングループ

・・・・・

１０分類のマトリクスマップ

＜第６６図＞ 要旨マップの作成例

・・・・・

＜第６７図＞ 出願⼈動向表の⼊⼒フォーマットの⼀例

・・・・・

＜第６８図＞ 技術動向表の⼊⼒フォーマットの⼀例

・・・・・

＜第６９図＞ 出願⼈・技術分布表の⼊⼒フォーマットの⼀例

・・・・・

＜第７０図＞ 技術・技術分布表の⼊⼒フォーマットの⼀例

・・・・・

＜第７１図＞ 件数をマップ化する方法

・・・・・

＜第７２図＞ 出願⼈・技術分布マップの例

・・・・・

＜第７３図＞ ５つの観点の場合のマトリクスマップの種類

・・・・・

＜第７４図（ａ）＞ 旭化成のＦＩメイングループ分類別ランキングマップ

・・・・・

＜第７４図（ｂ）＞ 旭化成のＦＩサブグループ分類別ランキングマップ

・・・・・

＜第７５図＞ 旭化成のＩＰＣサブクラス分類別シェアマップ

・・・・・

（１％以上表示）

＜第７６図（ａ）＞ 旭化成のＩＰＣサブクラス分類別ニューエントリ・リタイアリマップ

＜第７６図（ｂ）＞ 旭化成のＩＰＣメイングループ分類別ニューエントリ・リタイアリ

マップ

＜第７６図（ｃ）＞ 旭化成のＦタームテーマコード別ニューエントリ・リタイアリーマップ

＜第７７図＞ 旭化成のＦタームテーマコードから⾒た

・・・・・

⾼伸び率の研究開発テーマランキング
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（基準期間：2000〜2002年、作成期間：2003〜2005年、３件以上）

＜第７８図＞ 旭化成における共同出願人上位１0と

・・・・・

ＩＰＣサブクラス10分類のマトリクスマップ

＜第７９図（ａ）＞ オムロンの発明者ランキングマップ

・・・・・

＜第７９図（ｂ）＞ オムロンの上位10発明者の特許公開件数推移マップ

・・・・・

（累積集計タイプ）

＜第８０図＞ オムロンの上位10 ＩＰＣメイングループ別

・・・・・

発明者⼈⼝（新規発明者数）推移時系列マップ

＜第８１図＞ オムロンにおける最近のニューエントリＦタームテーマコードマップ

＜第８２図＞ オムロンのＩＰＣメイングループ分類のグロスレイトランキングマップ

（基準期間：2000〜2002年、作成期間：2002〜2005年）

＜第８３図＞ ⾃動⾞１０社の特許出願件数ランキングマップ

・・・・・

＜第８４図＞ ⾃動⾞１０社のＩＰＣ分類「Ｂ６２Ｄ２５／」の

・・・・・

出願件数伸び率ポートフォリオマップ

＜第８５図＞ ⾃動⾞１０社とＩＰＣ10メイングループ分類別の

・・・・・

特許出願件数マトリクスマップ
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＜第８６図＞ ⾃動⾞１０社の10Ｆタームテーマコード別発明者数マトリクス

マップ

＜第８７図＞ 産業技術総合研究所における

・・・・・

上位10メイングループ分類のレーダマップ

＜第８８図＞ 産業技術総合研究所の共同出願人ランキングマップ

・・・・・

＜第８９図＞ 産業技術総合研究所の発明者ランキングマップ

・・・・・

＜第９０図＞ 産業技術総合研究所における上位10発明者の共同発明者数

マップ

＜第９１図＞ 産業技術総合研究所における　明渡純氏の共同発明者

・・・・・

ランキングマップ

＜第９２図＞ 産業技術総合研究所における明渡純氏の

・・・・・

上位２０共同発明者と上位２０メイングループ分類マップ

＜第９３図＞ 産業技術総合研究所における明渡純氏の

・・・・・

上位２０共同発明者のニューエントリ・リタイアリマップ

＜第９４図＞ 産業技術総合研究所における明渡純氏の共同発明者と

・・・・・

メイングループ分類関係

＜第９５図＞ 産業技術総合研究所における明渡純プロジェクトの組織とメンバー

＜第９６図＞ 産業技術総合研究所におけるサブグループ分類の

・・・・・

ニューエントリマップ

＜第９７図（ａ）＞ 産業技術総合研究所における

・・・・・

メイングループ分類のリタイアリマップ（最近の部分）
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＜第９７図（ｂ）＞ 産業技術総合研究所における

・・・・・

メイングループ分類のリタイアリマップ（２０００年頃）

＜第９８図＞ 林慎⼀郎⽒特許情報のＩＰＣメイングループ分類ランキングマップ

＜第９９図＞ 林慎⼀郎⽒特許情報のＦタームテーマコード別時系列マップ

＜第１００図＞ 林慎⼀郎⽒の技術開発で多⽤されている「○○部」キーワードと

IＰＣサブグループ分類とのマトリクスマップ

＜第１０１図＞ 林慎⼀郎⽒の技術開発における目的･効果系キーワードと

・・・・・

構成･機能系キーワードとのマトリクスマップ

＜第１０２図＞ 林慎⼀郎⽒の上位１０サブグループ分類別出願件数推移マップ

(「強度」キーワード有する出願件数併記)

＜第１０３図＞ 林慎⼀郎⽒のFタームニューエントリーマップ

・・・・・

（最近の部分）

＜第１０４図＞ 電気炊飯器の出願件数上位１０社の発明者人口ヒストマップ

＜第１０５図＞ 電気炊飯器上位10社の発明者⼈⼝推移マップ（累積集計）

＜第１０６図＞ 電気炊飯器の出願人ニューエントリ・リタイアリマップ

・・・・・

＜第１０７図（ａ）＞ 電気炊飯器のＩＰＣメイングループ分類別ランキングマップ

＜第１０７図（ｂ）＞ 電気炊飯器のＦターム分類別ランキングマップ

・・・・・
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＜第１０８図＞ 電気炊飯器のＩＰＣサブグループ別ニューエントリ・リタイアリマップ

＜第１０９図＞ 電気炊飯器における手段系キーワード別技術開発動向マップ

（累積表⽰）

＜第１１０図（ａ）＞ 電気炊飯器の

・・・・・

目的系キーワードと機能系キーワードによるマトリクスマップ

＜第１１０図（ｂ）＞ 電気炊飯器の

・・・・・

構成系キーワードと部材系キーワードによるマトリクスマップ

＜第１１０図（ｃ）＞ 電気炊飯器の

・・・・・

○○性キーワードと物理系キーワードによるマトリクスマップ

＜第１１１図＞ 電気炊飯器上位１０社とＦＩ分類とのマトリクスマップ

・・・・・

＜第１１２図＞ 電気炊飯器上位１０社と機能系キーワードとのマトリクスマップ

＜第１１３図＞ 電気炊飯器における上位１０社のポートフォリオマップ（タイプ２）

＜第１１４図＞ 上位２０発明者とＦターム分類とのマトリクスマップ

・・・・・

＜第１１５図（ａ）＞ 象印マホービンのキーワードから⾒たユニークキーワードマップ

・・・・・

＜第１１５図（ｂ）＞ 三菱電機のＦターム分類から⾒たユニークキーマップ

・・・・・

＜第１１６図＞ 象印マホービンとタイガー魔法瓶のＦＩ比較コンパラマップ

・・・・・

＜第１１７図（ａ）＞ 繊維強化樹脂のメイングループ分類ランキングマップ

・・・・・

＜第１１７図（ｂ）＞ 繊維強化樹脂のサブグループ分類ランキングマップ

・・・・・

＜第１１８図（ａ）＞ 繊維強化樹脂のＦターム分類時系列マップ（単年タイプ）

・・・・・

＜第１１８図（ｂ）＞ 繊維強化樹脂のＦターム分類時系列マップ（累積タイプ）

・・・・・

＜第１１８図（ｃ）＞ 繊維強化樹脂のＦタームテーマコード時系列マップ

・・・・・
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＜第１１９図＞ 繊維強化樹脂のＦＩ分類ニューエントリマップ

・・・・・

＜第１２０図＞ 繊維強化樹脂の集合に含まれるＩＰＣメイングループ分類の

材料系分類（ａ）と⽤途系分類（ｂ）によるマトリクスマップ

＜第１２１図＞ 繊維強化樹脂の集合に含まれるＦタームテーマコード分類の

材料系分類（ａ）と⽤途系分類（ｂ）によるマトリクスマップ

＜第１２２図＞ 繊維強化樹脂の集合に含まれるキーワードの

（ｆ）目的･効果系キーワード群と（ｇ）材料･素材系キーワード群

によるマトリクスマップ

＜第１２３図＞ 繊維強化樹脂の集合に含まれるキーワードの

・・・・・

（ｅ）用途・使途系キーワード群と（ｈ）機能・作用系キーワード群

によるマトリクスマップ

＜第１２４図＞ 繊維強化樹脂の上位１０IPCサブグループ分類ポートフォリオ

マップ(基準期間：1993〜1994年、作成期間：2005〜2006年)

＜第１２５図（ａ）＞ 繊維強化樹脂のＩＰＣサブグループ分類Ｃ０８Ｊ７／０４の

ポートフォリオマップ

＜第１２５図（ｂ）＞ 繊維強化樹脂のＩＰＣサブグループ分類Ｂ２９Ｋ１０５／

０８のポートフォリオマップ
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＜第１２６図（ａ）＞ 繊維強化樹脂の参⼊企業から⾒たライフサイクルマップ

・・・・・

＜第１２６図（ｂ）＞ 繊維強化樹脂の参⼊企業から⾒た出願のライフサイクルステージ

＜第１２７図＞ 繊維強化樹脂の出願人ニューエントリ・リタイアリマップ

・・・・・

（出願件数３０件以上の出願人対象）

＜第１２８図＞ ５業界上位３社と繊維強化樹脂のIPCメイングループ

・・・・・

上位２０分類マトリクスマップ（炭素繊維関係同時表示）

＜第１２９図＞ 繊維強化樹脂のFタームテーマコードニューエントリ・リタイアリマップ

（出願件数１０件以上対象、最近出現順表示）

＜第１３０図＞ 繊維強化樹脂のＩＰＣサブクラス分類のグロスレイトマップ

・・・・・

（５件以上）

＜第１３１図＞ 繊維強化樹脂のＦタームテーマコードのグロスランキングマップ

（５件以上）

＜第１３２図＞ 繊維強化樹脂のＩＰＣサブクラス分類「Ｃ０９Ｂ」の

・・・・・

コリレイションマップ

＜第１３３図（ａ）＞ 繊維強化樹脂の出願人「大日本印刷」の

・・・・・

ユニークＦターム分類ランキングマップ

＜第１３３図（ｂ）＞ 繊維強化樹脂の出願人「東洋紡績」のユニークＦＩ分類

・・・・・

ランキングマップ

＜第１３３図（ｃ）＞ 繊維強化樹脂の出願人「富士写真フィルム」の

・・・・・

ユニークキーワードランキングマップ

＜第１３４図＞ 繊維強化樹脂の出願人「東レ」のコリレイションランキングマップ
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＜第１３５図（ａ）＞ 繊維強化樹脂の素材系出願人と用途系出願人のマトリクスマップ

＜第１３５図（ｂ）＞ 繊維強化樹脂の素材系出願人相互のマトリクスマップ

・・・・・

２０１

２０２
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